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　平成27年４月１日付けで、医療技術部長に就任しました宮子　博と申します。職種は

臨床検査技師で臨床検査部門技師長を兼務しています。臨床検査技師として、B型肝炎を

はじめとする感染症検査、ホルモン検査、腫瘍マーカー検査業務を担当し、正確かつ迅速

な検査結果を提供することに努めています。

　附属病院には、医師、看護師、薬剤師以外にも多くの医療系技術職員が勤務しています。

医療技術部とは、医療系技術職員を一元的に組織化し、医療の質の向上を図るとともに、

診療業務を円滑かつ効率的に遂行するための要員配置を行い、もって医療技術業務の更な

る推進および患者サービスの向上に資するために設置された組織です。現在、下表に示し

た９職種119名の医療系技術職員が各自の持ち場で活躍しています。

　医療技術部職員一同、本院の基本理念である『患者本位の最良の医療』に徹し、診療部

門への迅速かつ正確な診療情報の提供と医療技術の質の向上を目指して努める所存です。

どうぞ宜しくお願い申し上げます。

医療技術部長 

　　宮　子　　　博

職　　　種

臨床検査技師

部　　　　門
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臨 床 工 学 ・ 歯 科 部 門
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診療放射線技師

診療施設等配属部署
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医療技術部長就任のご挨拶
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　平成27年４月１日より、医療技術部放射線部門診療放射線技師長に就任しました濱田

智広と申します。私は大分県の出身であり、昭和57年４月、当時の大分医科大学附属病

院放射線部に入職以来、これまで勤務を続けてまいりました。放射線部の職員は、放射

線科医師、看護師、受付事務の方々と私たち診療放射線技師(34名)で構成され、皆様の

健康を願って、全員で高度な放射線診療を展開しています。

　放射線部では、放射線診断(一般撮影､透視､CT､MR､血管造影､超音波)、核医学(RI､

PET-CT)ならび放射線治療の3つの分野があり、中央診療棟１階フロアにて業務を行っ

ています。本院の理念に基づき、“私たちの技術は人のための技術である”を基本として、

「患者さんと家族の方々に優しさと笑顔で応対し、自分の技術を惜しみなく発揮しよう」

をチーム内のモットーにしています。

　放射線というと、「怖い、危ない」というイメージをもつ方が多いのですが、病気の早

期発見に役立つ画像情報を提供する、身体に負担の少ない低侵襲治療を行うなど、放射

線は現在の医療になくてはならない存在となっています。皆様が安心して検査を受けら

れるよう、満足していただけるよう、検査の内容や放射線による被ばくなど、不安や疑

問については親切丁寧におこたえします。お気軽に私たちに声をかけていただければと

思います。

　私は、心が通った温もりのある医療の実現を目指したいという熱い志を持っています。

医療系技術職員として専門性を高めていくのは当然ですが、相手を思う心やモラルなど

の人間力を持ち合わせた魅力のある診療放射線技師を育てていきたいと考えています。

職員一人ひとりが、医療安全に努め職場内にあいさつや対話する声が響き、活き活きと

元気に満ちあふれたチームを、さらには大分大学が好きで自分の仕事に生きがいを感じ

るような職場を作っていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

放射線技師長就任挨拶放射線技師長就任挨拶放射線技師長就任挨拶放射線技師長就任挨拶放射線技師長就任挨拶放射線技師長就任挨拶放射線技師長就任挨拶放射線技師長就任挨拶放射線技師長就任挨拶放射線技師長就任挨拶放射線技師長就任挨拶放射線技師長就任挨拶放射線技師長就任挨拶

医療技術部放射線部門

　診療放射線技師長　濱　田　智　広
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　今や、がんは２人に１人がかかる時代です。本院は、都道府県がん診療連携拠点病院の指定
を受け、がん患者さんやご家族の方が安心して治療に向き合えるよう支援をしています。
　がんの治療・療養においては、正しい情報を集めることが重要になります。どんな治療法が
あるかわからない、治療の副作用とその対策はどうしたらよいか、医療機関に関する情報がほ
しい、経済的なことや就労に関することを相談したい、病気に関連した悩み・不安な気持ちを
聞いてほしい、がん治療に関するセカンドオピニオンを受けたいがどうしたら良いか分からな
い等々、さまざまな悩みや知りたいことがあると思います。
　このような時に、がん相談支援センターをご利用ください。本院の患者さんでなくてもどな
たでも無料でご利用いただけます。がん相談員の研修を受けたスタッフが、電話や直接面談で
相談をお受けしています。予約の必要もありませんので、ひとりで悩まないでいつでもお気軽
にご相談ください。

　院内外の患者さんやご家族が参加して、
お互いの悩みを聞いてもらったり情報交換
をしています。今年度は、サロンの時間内で
専門家による簡単な講話も計画しています。
　11月には抗がん剤と副作用について、１月
には疼痛緩和についてを予定していますので、
お気軽にご参加ください。（参加費・事前申込み不要）

  日 時 ： 毎月第Ⅰ金曜日　14:30～16:00
  場 所 ： 院内管理棟２階　第３会議室

※院内ポスターやホームページで開催のお知らせをしています

がん相談支援センターのご案内

　     ピアサロンでの今後のレクチャーの予定
11月 抗がん剤と副作用について（薬剤師  龍田涼佑）
 １月 疼痛緩和（医師  奥田健太郎）

がん患者さんの会
（ピアサロン和 希 愛 会 ）

わ      き    あい   あい 

（文責　がん相談支援センター　平山　由佳）

相談窓口： がん相談支援センター受付

受付時間： 8：30 ～ 17：00 （土・日・祝日は休み）

電　　話： 097-586-6376

担 当 者： 専従看護師・医療ソーシャルワーカー

がん相談支援センターの受付は正面玄関のすぐ横です。
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　平成27年11月１日（日）から東病棟が運用開始いたします。運用開始に伴い、各診療科が10

月31日（土）、11月１日（日）に西病棟・新病棟から東病棟・新病棟へ移転します。移転後の各診

療科の配置は、【東病棟運用開始後の病棟配置】のとおりです。なお、移転当日は、移動する入

院患者さんが安全に移動できますよう「新たな入院患者さんの受入制限」、「面会・お見舞い時間

の制限」を行いますので、ご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。

 また、西病棟・新病棟の荷物は移転日の前後１週間をかけて移動を行います。移動時には事故

のないよう細心の注意を払い実施しますが、西病棟・新病棟の一部を通過しますので、ご迷惑

をおかけしますがご理解とご協力をお願いいたします。なお、西病棟は改修工事に入ります。

東病棟の運用開始について
平成27年11月１日（日）から

～東病棟が運用開始します。～

10月31日（土）、11月１日（日）は、

全ての診療科に入院されている患者さんとの面会お見舞いはご遠慮いただきます。

【東病棟移転後の病床配置】

血液内科
腫瘍内科 
総合内科・総合診療科
腫瘍センター
内分泌・糖尿病内科
膠原病内科
腎臓内科
循環器内科  ＣＣＵ
消化器外科
腎臓外科・泌尿器科
麻酔科
小児科
小児外科
神経内科
脳神経外科
眼科
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消化器内科
消化器外科
呼吸器内科
呼吸器外科
形成外科
皮膚科
神経内科
耳鼻咽喉科・頭頸部外科
歯科口腔外科
産科婦人科
ＮＩＣＵ
循環器内科　ＣＣＵ
心臓血管外科
消化器内科
乳腺外科
整形外科
放射線科
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　（文責　病院再整備推進室）
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【内視鏡診療部、輸血部の移転】
　病院再整備に伴い次のとおり場所が移転しましたのでお知らせします。
　なお、内視鏡診療部については、10月17日（土）に移転予定です。

　看護部は、教育理念として、「病院及び看護部の理念に基づき、自律した看護実践者を育成する」
を掲げ、組織的に看護師教育を行っています。教育支援室では、教育担当看護師長と３名の教育
専従副看護師長が配属されており、教育計画や研修の企画・運営を行っています。本院では、看
護師全員が段階に応じた院内集合研修の受講と臨床看護実践能力の習得を義務づけられています。
看護師は、各自で看護部教育委員会主催の院内集合研修に参加し、講義や演習を通じて看護計画
の立案・展開方法、コミュニケーション、リーダーシップ等について段階的に学んでいます。その後、
集合研修で学習したことを、日々の臨床における看護実践で発揮できるように取り組んでいます。
教育支援室は、新人看護師からベテラン看護師に至るまで、院内の看護師教育に携わり、専門職
業人としての自己研鑽を支援しています。看護部理念にあるように、「患者さんの意思を尊重し、
思いやりのある看護を提供できる看護師」の育成を目指し、地域医療の貢献に努めたいと思います。

　　　　　　　　　　

病院再整備シリーズ

サービス向上への取組みシリーズ

グループワークの様子 新人看護師技術演習 講義の様子
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院外処方箋FAXコーナー

総合受付

●内視鏡診療部
　１階中央廊下中ほど
（放射線部ＲＩ検査室
入口向かい側）に移転
予定です。 

●輸血部
　平成27年９月19日か
ら２階 中 央 廊 下中ほど

（中央採血室向かい側）に
移転しました。

（文責　看護部 教育支援室 教育担当看護師長　徳丸喜美代）

（文責　病院再整備推進室）
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〒879-5593　由布市挾間町医大ヶ丘１丁目１番地　TEL 097-549-4411㈹

１号から62号までの「かけはし」は、医事相談窓口にありますので、遠慮なくお申し付け下さい。
また、医学部附属病院ホームページからもご覧いただけます。

（文責　病院長　津村　弘）

　１年生ナースの方が点滴する時、先輩ナースの方はしっかり指導をお願いします。
　食事はおいしいですが、生野菜をもっと食べたい。（入院、女性）

　本院では、新人看護師は、必ず指導的役割がとれる先輩看護師と一緒に業務を行っています。また、先輩
看護師には、新人職員の指導者研修等を行っています。そのような中で、指導に不安を感じられるようなこ
とがあったという点を反省し、注射に限らず、新人看護師の看護指導では十分に気を配るように伝えます。
　本院は適温配膳のため、温冷配膳車による配膳を行っております。そのため保温と保冷のスペースの関
係で、献立の内容が制限される場合があります。今後は生野菜の回数については、考慮していきたいと思い
ます。

　食事についてレパートリーとしてはかなり多い方だとは思うのですが、（問題は）味です。患者の病気があ
るので、大変だとは思います。コスト的にも・・・食べられたことはありますか！？（入院、女性）

　入院時食事療養の算定条件として「医師と管理栄養士が毎食、検食を実施していること」とされており、
本院でも毎食実施しております。また定期的に病院長、看護部長、栄養管理委員も検食を行い、食事の改
善に努めております。また、嗜好調査も定期的に行い、患者さんの意見も取り入れています。
　しかし、疾患の治療により、食欲低下、味覚異常などがおこり、食事の味付け、形状など、不快に感じるこ
とがあると思います。そのような場合には、どうぞ管理栄養士に相談して頂くようお願いします。

あなたの声を待っております。良い病院になるために
患者さんの「声」は要約して載せておりますのでご了承願います。

　本院の病院情報システム（BUNGO）は本年末に更新を行い、2016年１月からは新しい病院情
報システムが稼働します。次期システムではパソコンのOSにWindows8.1を採用するため、新し
い漢字表記（JIS2004）を採用することになりました。このため、新システム稼働後は、その中の
対象となる122文字の漢字で端末の表示および端末からの印刷物の印字がこれまでと変わります
（例：｢一点しんにょう｣が｢二点しんにょう｣になります）。
　従いまして、患者さんの氏名に該当する漢字がある場合、JIS2004の漢字表記で表示や印刷され
ることをご承知いただき、ご理解をお願いいたします。
　本院の患者さんの氏名で対象となる頻度の高い例をいくつか示します。

（文責　医療情報部　三宅秀敏）

病院情報システムの更新に伴い氏名等の漢字表記の変更について


